


















小児の脊髄障害においては,外傷性の脊髄損傷の占める頻度が低い(Burke,1976…4.0%,大

谷,1980…5.0%)ことは成人と著しく異る点であり,他方,成因が先天異常あるいは非外傷性

に基づくものなど,多岐にわたっていることも一つの特徴であるが,その実態については必

ずしも解明されているとはいい難い。また,成人の症例と異って発育に伴って生ずる脊柱,

骨盤,股関節などにおける二次的変化の病態や,これの対策などについても未解決の点が多

い。 


